




























研究成果の概要（英文）： Development of specific neutralizing antibodies following 
natural HPV 16 infection did not favor a better outcome of low-grade cervical lesions 
induced by HPV 16. There are at least two cross-neutralization epitopes in the region 
from aa56 to aa75 and an antigen capable of presenting the two cross-neutralization 
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である HPV16、HPV18 の L1 蛋白で合成された
人工ウイルス様粒子（VLP）である。HPV16 と









 我々は L2 蛋白を利用する戦略で、より多くの
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代の HPV ワクチンとして、HPV16 などの
L1VLP 表面に L2 エピト—プを多量に発現さ
















(β-gal)を package した pseudo- virion を
COS-1細胞に導入し、発現させる HPVの感
染代用系を用いる。 
①. HPV16, 18, 31, 33, 52, 58の感染代用系の
確 立 （  吉 川 、 中 尾  [ 大 学 院 生 ] ）
pseudovirion を COS-1 細胞に導入し、レポ
ーター遺伝子（β-gal）を発現させる系を用
いて、中和活性を測定する。そのためには、
多くの型の pseudovirion を作製する。 





P96/115 の組合せを MHC クラス II ハプロ
タイプの異なる複数の系統マウスに接種し、
高い中和活性誘導を確認する。 






















(2) 交差性中和エピトープとなる領域の特定    
—モノクロナール抗体による解析— 








た。HPV16 型副キャプシド蛋白質 L2 の交差性
中和エピトープを認識する MAb が２種得られた。
MAb 13Bの 16、18、31、33、51、58型キャプシド
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